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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月9日(2011.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成された要素を製造する方法であって、
　Ａ）ポジ型画像形成性要素を３００ｍＪ／ｃｍ2 未満のエネルギーを使用して像様露光
して、露光領域および非露光領域をもたらす工程、および
　Ｂ）像様露光された前記要素を、炭酸塩を含むシリケートフリーのアルカリ性溶液によ
り現像して主に露光領域のみを除去して、露光され現像された前記要素に画像をもたらす
工程、
を含み、前記画像形成性要素が、基材と輻射線吸収性化合物とを含み、かつ、現像性向上
化合物とポリ（ビニルアセタール）とを含む画像形成性層を基材上に有し、ポリ（ビニル
アセタール）の反復単位の少なくとも２５モル％がペンダントニトロ置換フェノール基を
含むことを特徴とする、画像形成された要素を製造する方法。
【請求項２】
　前記炭酸塩含有溶液が９．５～１１のｐＨを有し、少なくとも０．５質量％かつ５質量
％以下の炭酸イオンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記像様露光が１００～２５０ｍＪ／ｃｍ2 のエネルギーで実施される、請求項１また
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記現像が３５℃以下で３分間以内で実施される、請求項１～３のいずれか一項に記載
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の方法。
【請求項５】
　前記ポリ（ビニルアセタール）が、下記構造（Ｉｃ）：
【化１】

により表される反復単位を少なくとも２５モル％かつ８０モル％以下含み、ここで、Ｒお
よびＲ’は独立に、水素、あるいは置換もしくは非置換アルキル、置換もしくは非置換シ
クロアルキル、またはハロ基であり、Ｒ3 はニトロ置換フェノール、ニトロ置換ナフトー
ル、またはニトロ置換アントラセノール基である、請求項１～４のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項６】
　前記ポリ（ビニルアセタール）が下記構造（Ｉ）：
【化２】

により表され、ここで、Ａは、下記構造（Ｉａ）：
【化３】

により表される反復単位を表し、
　Ｂは、下記構造（Ｉｂ）：
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【化４】

により表される反復単位を表し、
　Ｃは先に定義した構造（Ｉｃ）により表される反復単位を表し、
　Ｄは、下記構造（Ｉｄ）：
【化５】

により表される反復単位を表し、
　ｋは１～２０モル％、ｌは５～５０モル％、ｍは２５～８０モル％、ｎは０～４０モル
％であり、
　ＲおよびＲ’は独立に、水素、あるいは置換もしくは非置換アルキル、置換もしくは非
置換シクロアルキル、またはハロ基であり、
　Ｒ1 は置換または非置換のアルキルカルボン酸エステルまたはアリールカルボン酸エス
テルであり、
　Ｒ2 はヒドロキシ基であり、
　Ｒ4 は置換もしくは非置換アルキル、置換もしくは非置換シクロアルキル、または置換
もしくは非置換アリール基である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ｋが２～１２モル％であり、ｌが２０～３５モル％であり、ｍが３５～７０モル％であ
り、ｎが１０～３０モル％である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記画像形成性要素が７００～１４００ｎｍの波長で画像形成され、前記画像形成性要
素が前記画像形成性層中に赤外線吸収性化合物を含む、請求項１～７のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項９】
　前記ポリ（ビニルアセタール）が、下記構造：
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【化６】

により表される反復単位を少なくとも２５モル％かつ８０モル％以下含む、請求項１～８
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の方法により得られる画像形成された要素。
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